
私が菅官房長官に「大きな声」で質問する理由  
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大山 くまお 2017/08/11 

 原則として平日の午前と午後、首相官邸で行われる菅官房長官の記者会見。今年 6月以降、ここに突如と

して現れた一人の記者が注目されている。 

「東京の望月です」と名乗ってから、矢継ぎ早に長官に質問をぶつける女性記者。東京新聞社会部、望月衣

塑子記者（42）である。 

 鉄壁の長官に果敢に攻め込むこの人は、一体どんな人なのか？  

 

望月衣塑子さん◆ 

 

菅さんが「俺にも我慢の限界がある」とこぼしたらしい 

 
――望月さんが菅義偉官房長官の定例会見に出席するようになって 2 カ月ほど経ちました。官房長官の印

象は変わってきていますか？ 

望月 全然変わりませんね（笑）。最近は「主観と憶測に基づいて聞くな」とか「あなたの要望に答える場じゃ

ない」とか、私に対して個人攻撃的なことを言いはじめているとも感じています。産経新聞さんが私への批判

記事（「官房長官の記者会見が荒れている！ 東京新聞社会部の記者が繰り出す野党議員のような質問

で」）を書いていましたが、会見とは国民に成り代わって、記者が政府への疑問や疑念をぶつけ、より国民に

とって開かれた政治を作っていくきっかけになる場でもあると思っています。 

 また、私は取材や出ている報道に基づいて、質問をしているつもりです。取材に基づいた記者の「主観」を

質問で聞けないのであれば、取材から湧き出てくる政府への疑問や疑念をどう国民に成り代わって伝えろと

言うのでしょうか。菅長官の言葉は、ジャーナリズムに対する冒瀆（ぼうとく）のようにも聞こえました。 
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手を挙げる記者を指す、菅官房長官 ©時事通信社 

 

――個人攻撃をされて、正直どう思いましたか？ 

望月 菅さんは「この質問をしている女は変なやつだ」という色をつけたい、「印象操作」をしたいのかもしれ

ません。それでも、私が怯まずに聞きたいことをガンガン聞くので、つい先日は、オフレコ会見で「俺にも我慢

の限界がある」と番記者にこぼしたとも聞きました。 

 

――望月さんが最初に菅官房長官の定例会見を取材したのが 6月 6日です。社会部記者が長官会見でガ

ンガン質問するのは珍しいことだと思いますが、どんな経緯があったのでしょうか？ 

望月 私の追いかけていたテーマと政治の動きが点と線でつながり始めたことが大きいですね。どうしても

自分で手を挙げて、政権のスポークスマンに質問をぶつけ、答えを聞きたいと。 

「官邸の一存」の強さが悪い方に加速している 
 

――点と線とおっしゃいましたが、どういうことなんですか？ 

望月 もともと私は武器輸出の問題を取材し続けていました。2014年 4月に「武器輸出三原則」が撤廃され

て「防衛装備移転三原則」が決まり、武器を他国に売って海外と共同開発も行っていくという方向に転換した

ことがきっかけです。これまでの「戦後 70年」とは明らかに違う動きが出てきているという恐怖と、未来の子

どもたちの為に何とかしなくてはいけないという思いに駆られるようになりました。 

 

 これに重なって取材をしていく中で、大きな動きだと思ったのが、教育基本法の改正です。2006年、第 1次

安倍政権のときのものですが、教育基本法の前文の精神がなくなり、愛国心とか道徳とかナショナリズムを

全面出す形に法律が変わった。取材で知りましたが、森友学園問題の籠池（泰典）さんが安倍さんに心酔し

た大きな理由は、これなんですよね。一方で、前川喜平前文科事務次官にインタビューしたとき、彼はこう言

っていました。政権に疑問を感じるようになったのは、民主主義を根付かせるために作られた教育基本法が

改正され、その精神が変わり、改正した教育基本法が愛国心を強化する流れになったときからだと。 

 



――国のありかたが明らかに変わってきたと……。 

望月 そうですね、その後、第 2次安倍政権になり「安倍一強」となりましたが、「官邸の一存」の強さが悪い

方に加速していると思うんです。加計学園問題の資料を出すか出さないか、森友学園の 8億円値引きの経

緯についての行政文書を出すか出さないかも「官邸の一存」次第。権力の中枢部でいったい何が起きている

のかという疑問がすごく湧いてきました。 

 

――望月さんは TBSの山口敬之・元ワシントン支局長の女性への暴行事件の「もみ消し疑惑」を訴えた詩

織さんにインタビュー取材もされていますが、これに前川前次官、籠池氏といった取材で得た「点」が連なり、

官邸権力という「線」が見えるようになったと。 

望月 おまけに私が取材していた武器輸出を巡って、経産省、財務省の役人を呼びつけていろいろ指示して

いたのが和泉（洋人）補佐官。加計学園問題でもキーパーソンとして名前が挙がって驚きました。ここもつな

がりますか、と。 

「菅話法」はある種の決壊状態だと思います 
 

――6月 6日以降、定例会見で望月さんが矢継ぎ早に質問を浴びせていく姿がおなじみになりましたが、同

時に菅官房長官が「問題ない」「あたらない」と言い続ける、いわゆる「菅話法」も多くの人の目に触れること

になりました。これだけ何も答えてもらえないと、質問していても嫌になりませんか？ 

望月 「問題ない」以外言えないのかな？ って思いますけどね（笑）。番記者の方たちは 2年半以上取材し

ている方も多いそうなので、「菅話法」に慣れと諦めがあるのかもしれません。私は「菅話法」のことをまった

く知らずに飛び込んでいったので、その強みはあったのかな。そもそも部外者なので、怖さを知らない（笑）。

ここは重要だったと思います。その後、だんだん怖さがわかってきて、杉田さん（和博・内閣官房副長官／内

閣人事局長）もいろいろ聞くと怖いですね。 

 

 

手を挙げる望月記者を指す菅官房長官 ©時事通信社 

――毎日新聞が「鉄壁ガースー決壊」と報じましたが、望月さんから見て「菅話法」が決壊した瞬間はあった

でしょうか？ 

望月 どなたかがツイッターで「壊れたラジオ」とおっしゃっていましたけど、同じ言葉を繰り返しているのも、

ある種の決壊状態です。「問題ない」「私の担当ではない」と言い続けるしかないし、本当は答えられるような

ことも「何か言ってはマズい」と防御反応が働くから同じ答弁を繰り返すしかないのかもしれません。この前、

TBS『あさチャン！』で菅さんが「国会で総理が説明した通り」「国会でお答えした通り」と同じ内容の答えを同

じ日の記者会見で計 10回も繰り返していたと放送していました。 

 



――「壊れたラジオ」を目の当たりにして、「おかしい」と思うようになった人は増えたと思います。それが望月

さんの空気を読まない質問でわかりました。一方、今は首相に記者が直接取材する「ぶら下がり」がないん

ですよね。 

望月 8月 3日の内閣改造発表後の記者会見でも、決まった社しか指していないと思います。安倍さんが加

計学園の疑惑に対して、記者の取材に直接答えるのが一番理想ですけど、官邸は、安倍総理を何が何でも

護ろうと必死ですから、そうはならないでしょうね。だから、ある意味、菅さんが一番大変だと思います。総理

の疑惑の矢面に立ち、答え続けなければいけないので。 

 

――でも、政権と官邸にアクセスする方法が他にない以上、菅さんに質問し続けるしかない。 

望月 ないですよね。私たちがノックできる扉はそこしかないんですから。菅さんは菅さんで、自分の役回り

を充分理解されていると思います。私も周りから「いつまでやるんですか？」と聞かれますが、しんどい時も

ありますが、疑惑が尽きない限り、他の人が質問をぶつけないのならば、私が行かざるを得ない。行かなく

なったら行かなくなったで、「何かあったのか？」「消されたのか？」と思われてしまうでしょうし（笑）。 

質問するときに気をつけていることは、大きな声で聞くこと 
 

――ちなみに記者会見のとき、望月さんはどのあたりに座っているんですか？ 

望月 いつもだいたいみんな定位置に座っていますが、私は菅さんの真ん前、前から 4列目あたりの中央ち

ょっと左側です。お互い顔がきちんと見える距離ですね。最前列は番記者さんが並んで座っています。 

 

――記者会見動画を観ると、番記者の人たちの声が聞こえにくいんですが……。 

望月 一番前に沢山いるので、聞き取りにくいこともあります。 

 

――だからその分、望月さんの質問がはっきり聞こえます。 

望月 ハハハ。私はもともと、やたらと声が大きいということもあるんですけど、質問は国民のみなさんが聞

いているかも知れない、だからはっきりと聞こう、という意識はあります。 

 

 

――官房長官に質問するとき、質問のテクニックとして気をつけているようなことはありますか？望月 やっ

ぱり大きな声かな（笑）。みんなに伝わるように質問しようという意識はありますね。菅さんからコメントを引き

出すだけじゃなく、なぜそういうことを聞いているのかを含めて文脈が伝わるように質問しています。質問の

根拠や取材した部分も話すので、「質問は簡潔にお願いします」って広報官の人に注意されてしまいがちな

ので、そこは改めてもっと気をつけなければならないのですが……。 



質問したからには答えを聞き切るべき 
――記者会見には細かいルールもありそうですね。 

望月 自分の質問が続くときでも、必ず発言の最初には「東京の望月です」って名乗らなければなりません。

つい質問をどんどんしたくて、名乗るのを忘れてしまうこともあるのですが……。 

 

――そういえば、望月さんは質問するときに「菅さん」って呼ぶときがありますよね。他の記者は長官とか、

菅長官とか呼びかけている気がしますが。 

望月 たまに気持ちが先に行ってしまって、そうなってるときがあるかもしれません。ルールがあるわけじゃ

ないと思いますが、確かに官僚の方には驚かれましたね。あの世界は必ず役職で呼ぶから。辞めた人でも

総理経験者だったら「総理」と呼ぶのが文化なんだそうです。 

 

――例えば 6月 8日の午前中の会見では、37分中じつに 25回近くの質問をぶつけていましたよね。一人何

問まで、みたいなルールは特にないんですか。 

望月 なるべく多くの社に機会を与えるのは原則だと思いますが、本来、質問したからには答えを聞き切らな

ければならないはずだと思うんです。あの時は「同趣旨の質問を繰り返すのはやめてください」と広報官に注

意されましたが、「きちんとした回答をいただけていないと思うので、繰り返し聞いています」と申し上げました。

「菅話法」のままでは何も答えが出てこない。だから、手を変え品を変え、いろいろな角度で聞くことを心がけ

ています。 

 

――その辺り、もっと詳しく聞かせてください。 

（#2につづく） 

もちづき・いそこ／1975年東京都生まれ。東京新聞社会部記者。慶應義塾大学法学部卒業後、東京・中日

新聞に入社。千葉・横浜・埼玉の各県警、東京地検特捜部などで事件を中心に取材する。著書に防衛省取

材をもとにした『武器輸出と日本企業』（角川新書）、『武器輸出大国ニッポンでいいのか』（共著・あけび書房）

などがある。  

 

 

平野啓一郎さん 

望月さんはジャーナリストとして当たり前のことをしてるだけ。しかし、それが掛け替えがないほど貴重と感じ

られる状況だからこそ、応援しなければならない。 / 

 

 

 

2017 年 8 月 12 日 7時 0 分◆ 

社会部記者はしつこくて、常に怒ってる 

――菅官房長官の記者会見を取材するようになってから、社会部記者と政治部記者の文化の違いがよ

く分かったそうですね？ 例えばどんなところなんでしょうか。 

望月 質問の仕方は違うなあと、改めて感じました。政治部の方たちは日々政治がどう動くかを見ている

わけで、北朝鮮のミサイルが発射されたときに菅さんや外相のコメントを取ることが仕事ですからね。一言

引き出せればそれがニュースになる世界でもあるんです。だから自然と淡白になるのかも。私のように、事

件取材でしごかれてきた身としては異文化でしたから、初めは驚きました。 



 

――社会部の記者の方は、望月さんのように畳み掛けるように質問するのが当たり前だとお聞きしたこと

があります。 

望月 そうですね。私たちが普段、相手にしているのは警察ですが、事件についてはあまり詳しく教えてくれ

ないんです。裁判まで伏せておきたいことが多いので。だから、新聞社に入社したばかりの駆け出しのときか

ら、会見や取材のときに何回も何回もしつこく聞くということは徹底的に叩き込まれるんです。あと、社会部

の人は、たいてい怒ってる。 

 

――怒ってる？ 

望月 加計学園問題の疑惑にしても、社会部記者は一つ一つ疑惑の種をフォローして根掘り葉掘り取

材します。そのモチベーションの一つは、一体どうなってるんだ！ という怒りだと思うんですよ。 

文春を引用して質問したら突っぱねられた 

――望月さんは官房長官への質問のときに「週刊文春によれば」とか、雑誌を引用されることがありますよ

ね。記者会見では珍しい質問の仕方ではないですか？ 

望月 そうかもしれないですね。でも最近、雑誌に出ていることをここで聞くなという、会見での不文律があ

るということを知りました。『文藝春秋』や『週刊文春』が加計学園問題をルポした記事を引用して質問し

たときも、菅さんから「雑誌のことについて、政府として答えることは控えたい」と突っぱねられました。雑誌は

いまや政治を動かす大きなきっかけになっているのに、政治家は「雑誌だから」「週刊誌だから」と否定して

逃げることが多い。裏を返せば、それだけ雑誌が政治家にとって痛いところを突いていることの現れなんだと

思います。 

 

――望月さんの質問で印象的だったのがもう一つ。加計問題で出てきた「総理のご意向文書」を菅長官

が「怪文書」と批判したことに関して、わざわざ『広辞苑』を引っ張り出してきて聞いていましたよね。あれは

どんな意図があったんですか？ 

望月 ああ、ありましたね。「怪文書」って結構きつい意味合いなんですよ。「いかがわしい文書。無責任で

中傷的・暴露的な出所不明の文書または手紙」。あれは菅さんが使った「怪文書」という言葉が、いかに

ひどい文脈で使われているかを、本来の意味をバシッと出して問いただしたくて入れたんです。質問するに

あたって、私はけっこう朝のニュースを参考にしたりもするんですが、字幕スーパーで出るような、ああいうキャ

ッチーな言葉をバシッとぶつけたいところがありますね。 

うちはわりと政治部と社会部の垣根が低いんです 

――会見に参加している他社の記者たちの印象はいかがですか？ 

望月 一時期、朝日新聞の社会部記者さんは来られていましたが、常時はいないですね。いま、朝日新

聞の元官邸番の南彰記者がよく来られています。私よりずっと論理的に攻め、練り込まれた質問をぶつけ、

よい回答を菅さんから引き出していて、すごいなと感心します。ジャパンタイムズの吉田玲滋記者も鋭い質

問を浴びせていますね。 

 毎日新聞はすごく加計問題を扱っていますが、社会部の記者の方は来ていないです。それぞれの取材

が忙しいというのもありますし、政治部の敷居が高くて入れないというのもあるのかもしれません。社によって

は、政治部と社会部がかなりケンカしているとも聞きますので。 

 

――東京新聞の社内的には、望月さんの活動を後押ししているような感じなのですか？ 



望月 うちはわりと政治部と社会部の垣根が低いんです。「質問しにいっていいですか？」って聞いたら、

「いいよ」と。でも、こんなことになるとは思っていなかったと思います。ご迷惑も多々かけていると思いますが、

これだけ官邸や政権が、国民に対して、隠し事や改ざんまがいのことを続けている限りは、疑念をぶつけな

いわけにはいきません。読者の方から数多くの応援メッセージが来たり、購読者が増えたり、会社にとっても

良い面もあるようで、批判があっても「頑張ってこい！」と背中を押してくれるのはとても有り難いことで、会

社には大変感謝しています。 

いつも警察の先を行っちゃう清水潔さんは神 

――ところで、記者として望月さんが尊敬される方はどなたかいらっしゃいますか？ 

望月 清水潔さんのすごさは別次元ですね。私たちは事件を追っていても、先に警察の捜査があって、そ

こにたどり着くのがやっとですが、清水さんは足利事件にしても、桶川ストーカー殺人事件にしても、先に自

分で取材して犯人を特定してしまいますからね。事件屋からすると、神様みたいな存在ですよ。いつも警

察の先を行っちゃっている（笑）。文筆家の菅野完さんの戦後を総括して、現代の日本の形を切り取ろうと

している姿勢にも、同世代なのにまねできないすごさを感じています。 

 

――望月さんが記者を目指した理由はどんなものなのでしょうか？ 

望月 中学の頃、吉田ルイ子さんという元朝日放送のアナウンサーでジャーナリストの方が南アフリカのアパ

ルトヘイト政策について書かれた本を読んで衝撃を受けたのがきっかけですね。世界を股にかけて、問題を

あぶり出していくような生き方に憧れました。 

 あと、父が業界紙の記者だったんです。いろいろな人に会って話を聞き、今の状況を見ていくという記者

の仕事は面白いよ、という父のサジェスチョンの影響も大きかったと思います。 

 

――記者の仕事に加えて、世の中を良くしていきたいという思いがあったのですか？ 

望月 世の中を変えていくというより、社会福祉が行き届かない人たちや、行政の狭間に追い込まれてし

まった人たちの問題を自分で取り上げたいという思いはありました。東京新聞に入社するときの志望動機

に「山谷の問題を書きたい」と書いた記憶があります。 

夫婦ゲンカでは、けっこう言い負かされます 

――これだけ注目されていると、ご家族に心配されることはありませんか？ 

望月 夫は同業者なので大丈夫ですね。ただ、TwitterとかFacebookの発言に気をつけるようにとは言わ

れています。 

 

――変な話ですが、夫婦ゲンカとか、望月さんのほうが圧倒的に強そうな感じがしますけど……。 

望月 いや、そんなことないですよ。けっこう言い負かされます。 

 

――「それは批判には当たらない」と「菅話法」は駆使しないんですか？ 

望月 ハハハ、しないですよ。私が物を失くしたりして、「人としてしっかりして」って言われたら、もう逆らわず

に「はい」って従います。 

 

――お子さんもいらっしゃるということで、1日のスケジュールは大変ではないですか？ 



望月 でも、昔に比べれば、朝起きて夜寝られる生活になりましたから。昔は夜中の 3時や 4時に呼び出

されて、朝 6時過ぎにまた朝回りしていましたからね。今は子どもを預けて、朝 9時から夕方 6時か 7時ま

で仕事をして、子どもをお迎えに行くというスケジュールです。体は健康に戻りましたね。 

 

――でも、日中は官邸で菅官房長官とバトル。夕方はお子さんを迎えに行ってそのまま帰宅……。究極

のメリハリ生活だと思います。 

望月 そうですね、日中の緊張感は子どもに癒やしてもらっている感じです。でも、たまに一人でちょっと遠

くに行きたいなぁ、と思うこともあります（笑）。 

これからも「政治の世界の外側の人間」として 

――望月さんが定例会見に出席し続けたり、こうやって取材を受ける記者としてのモチベーションとは何な

のでしょうか？ 

望月 新聞記事を書いて世の中に出していくことに、昔はもっと自己満足があったのですが、武器輸出に

ついての本を出したり、講演をしたりすると、それだけではなかなか伝わっていないと感じることが増えました。

講演に来てくれた方に「どこで知りましたか？」とお聞きすると、Facebook、Twitter、ラジオ……と十人十

色なんです。 

 だから、加計学園の問題や詩織さんの問題がいかにおかしな話なのかを伝えるためには、新聞で記事を

書き伝えていくのは第一ですが、それだけではなく、Twitter や Facebook、私が知らないような媒体も含

めて、全方位外交で様々なチャンネルを駆使し、見ている人たち、読んでいる人たちに投げかけていくしか

ないとも感じています。特に新聞を読まないという若い世代には、様々な形で問題を発信していかなけれ

ば、今の政治や社会の問題を伝えられないと感じています。 

 

――今後も日本の政治の見過ごせない問題を伝えていくために、東京新聞以外にもあらゆるチャンネル

を使っていくというお考えですか？ 

望月 チャンスが頂けるなら、武器輸出含めて、今の政治や社会の問題を伝えていくために、様々なアプ

ローチをしていきたいと思っています。まずは東京新聞の記事を読んでもらって、その上で記事を読んでな

い人にも届けなければいけない。特にネット世代の若い子たちに、今の政治の良い面と悪い面をどう伝え

て理解してもらうか。これは重要な課題ですね。そのためにもまずは、政治の世界の外側の人間として、質

問をぶつけ続けようと思っています。 

 

もちづき・いそこ／1975年東京都生まれ。東京新聞社会部記者。慶應義塾大学法学部卒業後、東

京・中日新聞に入社。千葉・横浜・埼玉の各県警、東京地検特捜部などで事件を中心に取材する。

著書に防衛省取材をもとにした『武器輸出と日本企業』（角川新書）、『武器輸出大国ニッポンでいいの

か』（共著・あけび書房）などがある。 
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